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《
彙
報
》
【
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
記
録
】
第
一
九
回
大
会
(
二
〇
一
八
年
九
月
二
六
日
於
千
葉
大
学)
〈
研
究
発
表
〉
星
月
夜
の
歌
試
論
院
政
期
以
降
の
表
現
史
の
視
点
か
ら
人
文
公
共
学
府
博
士
前
期
課
程
松
田
健
見
氏
芸
術
者
と
生
活
者
の
あ
い
だ
太
宰
治
｢
清
貧
譚｣
論
人
文
公
共
学
府
博
士
後
期
課
程
周
希
瑜
氏
戦
後
に
お
け
る
｢
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ｣
の
受
容
雑
誌
『
報
徳
青
年』
を
中
心
に
人
文
公
共
学
府
博
士
後
期
課
程
張
永
嬌
氏
【
二
〇
一
八
年
度
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
論
文
題
目
】
ツ
ェ
デ
ウ
・
ヒ
シ
ゲ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
に
伝
承
さ
れ
た
説
話
の
比
較
対
照
研
究
動
物
説
話
・
仏
教
説
話
・
継
母
説
話
を
中
心
に
【
二
〇
一
八
年
度
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
修
士
論
文
題
目
】
竹
内
裕
一
『
台
湾
教
科
用
書
国
民
読
本』
に
お
け
る
格
助
詞
の
用
法
『
尋
常
小
学
読
本』
『
高
等
小
学
読
本』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
羅
杰
彬
西
行
の
風
の
歌
に
つ
い
て
【
二
〇
一
八
年
度
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
修
士
論
文
題
目
】
韓
雪 亭
日
本
語
副
詞
｢
カ
ナ
ラ
ズ｣
の
研
究
述
語
タ
イ
プ
や
モ
ダ
リ
テ
ィ
文
末
表
現
と
の
共
起
関
係
に
つ
い
て
那
日
蘇(
ナ
リ
ス)
モ
ン
ゴ
ル
語
の  
に
関
す
る
研
究
日
本
語
の
｢
は｣
と
の
対
照
を
通
し
て
松
田
健
見
中
世
の
星
歌
【
二
〇
一
八
年
度
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
科
卒
業
論
文
題
目
】
荒
川
千
秋
現
代
に
お
け
る
弁
当
文
化
の
展
開
キ
ャ
ラ
弁
・
デ
コ
弁
を
中
心
に
飯
島
ま
な
み
王
朝
文
学
に
お
け
る
恋
文
『
源
氏
物
語』
を
軸
に
―  ―
            
池
田
陽
世
三
島
由
紀
夫
『
天
人
五
衰』
論
｢
老
い｣
を
中
心
に
伊
藤
宏
明
中
国
浙
江
省
杭
州
市
の
茶
文
化
今
福
聖
機
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
お
け
る
英
語
歌
詞
に
つ
い
て
岩
館
朱
音
語
幹
共
通
型
類
義
動
詞
の
分
析
岡
本
紗
知
長
野
県
方
言
に
お
け
る
勧
誘
の
終
助
詞
に
つ
い
て
奥
田
芽
衣
千
葉
県
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
け
る
遊
漁
船
業
の
実
態
と
課
題
利
用
客
の
目
線
か
ら
上
坂
彩
奈
明
治
東
京
語
に
お
け
る
係
助
詞
｢
は｣
の
融
合
現
象
使
用
場
面
と
訛
り
意
識
に
注
目
し
て
齋
藤
栞
千
葉
県
銚
子
市
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と
課
題
銚
子
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
・
確
立
に
向
け
て
澤
万
由
『
砂
の
女』
論
結
末
部
に
関
す
る
再
考
重
田
菜
津
美
近
世
に
お
け
る
｢
大
岡
政
談｣
の
成
立
と
展
開
品
川
遥
近
世
の
芸
能
文
化
と
現
在
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
を
中
心
に
杉
山
晴
香
日
本
児
童
文
学
に
お
け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
の
諸
相
研
究
史
、
作
品
の
芽
生
え
・
成
立
期
、
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
鈴
木
野
乃
花
千
葉
県
銚
子
市
に
お
い
て
大
漁
旗
は
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
の
か
千
葉
県
銚
子
市
と
鴨
川
市
の
染
工
場
を
比
較
し
て
関
佑
果
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
研
究
｢
社
会
派｣
と
い
う
態
度
高
久
真
澄
江
戸
語
と
明
治
東
京
語
、
現
代
共
通
語
の
比
較
助
動
詞
の
｢
よ
う
だ｣
｢
そ
う
だ｣
｢
ら
し
い｣
｢
み
た
い
だ｣
に
つ
い
て
高
下
美
穂
日
本
に
お
け
る
花
言
葉
高
橋
佳
純
虚
構
の
中
の
女
装
行
為
竹
谷
明
香
里
和
歌
に
構
築
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
『
古
今
和
歌
集』
を
中
心
に
田
渕
諒
社
会
派
推
理
小
説
ブ
ー
ム
と
松
本
清
張
昭
和
三
〇
年
代
に
お
け
る
ブ
ー
ム
の
考
察
丹
野
可
南
子
｢
伊
賀
越
道
中
双
六｣
論
角
田
詩
織
近
世
に
お
け
る
先
行
文
芸
の
解
釈
と
受
容
『
仁
勢
物
語』
か
ら
考
え
る
『
伊
勢
物
語』
受
容
時
松
夏
実
『
讃
岐
典
侍
日
記』
の
研
究
堀
河
帝
の
病
と
死
を
め
ぐ
っ
て
中
野
康
大
昆
虫
食
の
現
状
と
展
望
日
本
を
例
に
中
村
奈
々
子
多
和
田
葉
子
｢
文
字
移
植｣
に
お
け
る
翻
訳
と
受
容
花
戸
風
美
鴨
長
明
研
究
｢
数
寄｣
と
い
う
価
値
観
を
中
心
に
―  ―
            
東
野
日
向
砺
波
市
の
特
産
品
と
観
光
観
光
産
業
の
発
展
か
ら
地
域
振
興
を
考
え
る
深
田
崇
臣
地
方
に
お
け
る
公
共
図
書
館
経
営
の
将
来
像
増
田
百
花
日
本
に
お
け
る
後
発
酵
茶
富
山
県
朝
日
町
蛭
谷
バ
タ
バ
タ
茶
の
事
例
を
中
心
に
森
田
安
珠
歌
舞
伎
に
お
け
る
演
出
と
人
物
造
型
吉
岡
龍
也
秀
歌
撰
と
撰
出
歌
人
か
ら
み
る
公
任
歌
論
渡
辺
香
菜
子
女
人
往
生
救
わ
れ
る
女
、
救
う
女
―  ―
            
